
日  程 ： 令和６年９月１日(日) 講 演 10:00～11:30 

           ｳｫｰｷﾝｸﾞ 12:15～16:00 

演 題 ： 「豊臣秀吉が辿った黒河道」 

講 師 ： 木下
きのした

 浩
ひろ

良
よし

 氏（高野山大学密教文化研究所研究員） 

場 所 ： 講 演 ：伊都振興局大会議室〔橋本市市脇 4-5-8〕 

 ｳｫｰｷﾝｸﾞ：振興局～定福寺～市平橋(ﾊﾞｽで振興局へ)  

※ｳｫｰｷﾝｸﾞには地元語り部が同行します。 

定 員 ： ４０名（参加費不要 要事前申込 多数の場合抽選） 

 

 

第１回世界界遺産登録 20 周年記念セミナー 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆記載内容は都合により、変更する場合もあります。予めご了承下さい。 
◆小雨決行。警報、熱中症ｱﾗｰﾄ等発令の際は中止する場合があります。 

   ◆ｳｫｰｷﾝｸﾞは約 6 ㎞。路面が荒れており健脚向きです。昼食は各自ご用意下さい。 
 ◆参加申し込み方法は、裏面の参加申込書をご覧ください。 
◆その他、詳細は下記「和歌山県世界遺産センター」までお問い合せ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊臣秀吉が辿った黒河道 

【問い合わせ】 
名 称：和歌山県世界遺産センター 
電 話：０７３５－４２－１０４４ 
ＦＡＸ：０７３５－４２－１５６０ 
E-mail：e1004011@pref.wakayama.lg.jp 

【講演要旨】 

お大師様が入定されている高野山は、昔も今も訪れる人の絶えない聖地となって 
います。高野山にお参りする人々は、どのような思いで参詣道を歩いたのでしょうか。 

その想いを、実際に参詣道を歩きながら考えてみませんか。 

説明は、テレビでタモリさんを案内した高野山大学密教文化研究所研究員の木下 
浩良氏。 

あなたも高野参詣道「黒河道」を歩きませんか。 

 

 


